









【要  約】 
 本稿は、司馬遼太郎氏の朝鮮(韓国)関連紀行文の 3 部作 － 「韓のくに紀行」「耽羅紀行」「壱岐・対馬の道」
－ 研究の一環であって、朝鮮関係の表現を中心に司馬氏の朝鮮認識について探ってみるのに目的がある。 
その内容は、1) 日本神道の原型は対馬にあり、対馬の古神道は朝鮮に定着した古代大陸信仰の影響を受けて
いたと見ていること 2) 「遣新羅使」の存在確認と単発性・無成果であった役割の分析 3) 豊臣の朝鮮出兵の
無謀さと日韓合併の間違いの指摘 4) 中西氏の山上憶良の百済流民説への賛同 5) 古代朝鮮半島の文字(イド
ゥ等)が存在していないことへの残念な遺憾表明 6) 元・高麗連合軍の日本侵略過程説明 7) 朝鮮儒教文化の
前近代性と閉鎖的弊害の指摘等である。 














 「壱岐・対馬の道」の旅は 1977 年 11 月のこと
であって、1978 年 2 月から 8 月まで朝日新聞に
連載された。司馬遼太郎の韓国（朝鮮）関連の初
めての作品である「韓のくに紀行」の旅は 1971








































































○ 壱岐には、唐人 ― 漂流朝鮮人であろう 
― を祀った古趾が多い。海のむこうから来た客
人を神に近いものとして崇敬する民俗が西日本



























































か言えない。「大陸系宗教人の壱岐人 ⇒ 雪連宅満 
⇒ 朝鮮（中国）式の姓」の図式は、「『万葉集』の












































































































































































































































































における属邦ではなく、単に宗支 ― 本家・分家 
― という儒教的礼教を原理とするそれであった











































































代であった。＜p. 207, 5＞ 
〇 対馬の道を往きつつ右のように考えてく
ると、日本の神道が決して日本列島固有のもので




























そして、あの有名な「神風」は、1281 年 5 月













































































































































































































































































































































明 6) 元・高麗連合軍の日本侵略過程説明 7) 
朝鮮儒教文化の前近代性と閉鎖的弊害の指摘等で
ある。 
 このような内容において、 1) 日本の古神道の






































































1) 全彰煥、2011 年 3 月、『九州情報大学研究論集』
第 13 巻 
2) 全彰煥、2011 年 8 月、韓国日本近代学会、『日
本近代学研究』第 33 輯 
3) 司馬遼太郎、1990 年、朝日新聞社、街道をゆく






く 2『韓のくに紀行』、pp. 255～256 
6) 司馬遼太郎、2008 年、上掲書、pp. 105～106、
p. 221 
7) 大伴旅人は大宰帥として大宰府に赴任した後、










10) 司馬遼太郎、2008 年、前掲書、p. 125 











13) アーノルド・J・トインビー（Arnold Joseph 
Toynbee, 1889～1975）、イギリスの歴史学者、
代表著書『歴史の研究』 
14) 1980 年代まで、イドゥ文字は新羅の３大学者
と言われているソルチョン（薛聰, 655 年～?）
によって考案されたと言われてきたが、今はそ
の以前から使われていたのをソルチョンがまと
めて整理したと定義している。 
15）朝鮮王朝（1392～1910）時代、朝鮮人の 30～50％
が奴隷だったと戸籍に記されているが、良民(百
姓)の戸籍登録は全体の半分しか載っていなか
ったので、10～30％が正しいと見做されている。 
16）片瀬博子、2000 年、西日本新聞社、『新、筑紫
万葉散歩』、pp. 13～14 
17）正式名は「文武大王水中王陵」で所在地は韓国
慶尚北道慶州市陽北面奉吉里である。慶州から
車で 40 分の距離にあって、日本の観光客にも広
く知られている。近くの感恩寺(跡地)は、文武
王の長男で新羅の第 31 代国王である神文王が
文武王の功徳を奉って建立したお寺である。後
の研究から、風水地理学的に「水中王陵」と「感
恩寺」の位置は竜の口と目にあたるのが判明さ
れている。 
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